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在日外国人が変える日本語教育、そして日本

◆ 国立民族学博物館民族社会研究部教授

庄 司　博 史

在 日外 国人 の もた ら した 社会 の変 化

　 2004年 春 、国立民族学博物館(民 博)に おいて、特別展「 多み

んぞ くニホンー在日外国人の くらし一」 が開催 された。それを

発案、企画 したわた しの主な目的は次の2点 であった。ひとつ

は、20年 来 急速 に多民族化 した日本 の現状 を、外国人 コミュニ

ティー と日本社会のさまざまな変化を通 じて実感すること。ふ

たつめは、 これか らも日本が多民族化することを前提 に、ます

ます必要 とされる共生への自覚を喚起することであった。

　 この特別展示をほかならぬ民博で計画 したのは、今まで外の

民族 に関心 を持 ち続 けてきた文化人類学 こそ、足元の多民族

化、すなわちわれわれ 自身に目を向けるべ きとい う意義を感 じ

たからである。結果 として人類学にいかほどのイ ンパ ク トを与

えたか定かではないが、多くの来館者か らは、はじめて 日本の

多民族化が ここまで進んでいることを知った とい う感想を得 る

ことができた。

　確かに、現在われわれの周囲では、外国人増加 にともな う多

くの変化が起 こりつつある。外 国人 との接触が 日常化しただけ

ではない、エスニ ックショップや外国人集住都市の出現など20

年前 には想像 もつかなかった ことも多い。特に外国人とともに

持ち込まれた外国語は日

本の言語状況を変えつつ

ある。今や外国人の多く

住む自治体では外国語に

よる多様な情報が用意さ

れ、外国人のための新聞

雑誌などの出版活動をは

じめ商店の広告、交通機
国内で発行 されて いる外 国語 による新聞 ・

雑誌 は、現在200タ イ トル に及 ぶ。

関の案内も多言語化されるのはめずらしくなくなった。

　 しか し、その影響 は外 国語使用のみ にとどまらず 日本語 の世

界にも及んでいる。語彙や文法、発音、 さらに文体への影響は

当然あるが ここでは、外 国人に対する日本語教育、特 に日本語

支援 について考えたい。

変わ る日本語教育

　 4、50年 前まで、日本語が外国人によって話されるなどとい

うのは奇妙なことであった。日本びいきの研究者が、まれに日

本語を話したりすれば、こころの底をのぞかれているようで、

不安さえおぼえたものだ。70年代以降、経済成長とともに状況

が一転し、海外では日本語へ興味が向きはじめる。海外の多く

の大学に日本語学科が新設され、一般向けの日本語教室も繁盛

しはじめた。

　かくして外国人への日本語教育を通じ、日本語も輸出品目の

ひとつとなった。国力増強 とともに政府も国家的事業として日

本語普及に力を入れてきた。同時に普及の対象であったのが茶

道や生け花など 「日本文化」であった。海外では日本の経済進

出にやたら風当たりが強かっただけ、日本語と抱き合わせで紹

介する日本文化がその緩衝材となるとの思惑もあっただろう。

実際、日本語教育は日本文化紹介の使命も帯びた時期があっ

た。日常の習慣から、果ては禅や歌舞伎などおよそ普通の日本

人には縁のない世界まで、日本から送られてくる教科書や副読

本にはあふれていた。

　いずれにせよ、外国人への日本語教育は外向けのものであっ

た。日本で日本語を学ぶ外国人の多くも留学生で、いずれ本国

にもどる人々であった。そこでも文化の抱き合わせ教育は続
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